
背 景（教育現場における課題等）
北海道は小規模校やへき地校が多く，算数・数学を専門とする教師が同一校に存在し
ないもしくは，近隣に学習指導について相談できない状況にある。このような背景か
ら，若手教員や経験者教員それぞれが学習指導要領の主旨を深く理解し，授業改善に
向けた授業づくりを推進することが求められている。そこで，本学としては全道の算
数・数学科の教師に授業づくりの方策を具体的に普及することが急務である。

算 数 科 ・ 数 学 科 教 員 の 「 授 業 力 」 を 高 め る 「 授 業 改 善 」 の 具 体 的 支 援
研究成果

研究目的
本研究では，算数・数学教師の授業観察の視点を整理
するための「学習者観察シート」を作成し，算数・数
学科教員とともに検証を行うことで，実践的指導力を
身に付けるための「授業改善」の具体的方法を提案す
ることを目的とする。

研究課題
①北海道教育委員会が策定する「教員育成指標」を踏
まえ，算数・数学科教員が恒常的に授業改善に取り
組むための要件について検討する。

②Teaching for Robust Understanding（TRU）を用い
た教員間の授業研究コミュニティ形成に着目し，授
業反省会の在り方について分析・考察する。

③若手教員並びに中堅教員の「授業力」向上に資する
指導資料を附属学校教員と大学の算数・数学教育担
当教員が協働的に開発する。

研究計画

研究実施体制
【代表者】谷地元直樹 教授（旭川校）
【分担者】早勢裕明 教授（釧路校），佐々祐之 教授（札幌校），石井 洋 教授（函館校），和地輝仁 教授（釧路校）

大滝孝治准教授（釧路校），後藤俊一准教授（札幌校），樺沢公一准教授（旭川校），中逸 空准教授（札幌校）
黒川友紀講師（釧路校） ，三塚 聡・三國 将広（附属札幌小），小倉寛生・山崎夏実・遠藤誠（附属釧路前期）
櫻井里佳・田中俊光（附属旭川小），鈴木悠太（附属函館小），岩本和馬・古川航也（附属札幌中）
加藤俊介・細矢弦希（附属函館中），野口朝央・松永悠佑（附属釧路後期），大森健司・林尚輝（附属旭川中）

【協力者】森 茂之（北海道教育委員会学力向上推進課指導主事）、石狩市立南線小学校・樽川中学校、小樽市立花園小学校・朝里中学校
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研究課題①

研究課題②

研究課題③

全体会での意見交換

授業参観並びに「授業改善」の視点の洗い出し

「学習者観察シート」を活用の作成・授業反省会の分析並びに検討

TRU math rubricの枠組みの理解

「授業改善」・「学習者観察シート」に関するYoutube動画作成

全国大会での発表（附属教員），学会発表・論文作成（附属学校教員・大学教員）・書籍作成

研究協力校の教員に対する調査からは，省察での議論の焦点化が図られ
ること，立場を明確にして意見交換できることが示された。また，授業
者が求める議論が行われ，若手教員が意見を述べやすい等，教師間のコ
ミュニティ形成が促進されることが推察される。今後は，国内外の学会
発表や論文執筆を行うとともに，書籍にて本研究の成果を取りまとめる。
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